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土木技術本部設計部で都市部の高速道路新設工事や大規模造成工
事の実施設計を担当。2017年のCIM推進グループ発足時より所属
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土木学会

三次元モデルを活用した建設生産性向上研究小委員会 副委員長



コロナ禍での建設業



コロナ禍での建設業

 新型コロナウイルスの感染拡大により、建設業も仕事の仕方も変革を余儀なくされた。

 普通に行っていた事務所へ通勤しての業務、現場での業務に制約が発生するという予想し

ない事態に陥った。

 さらに、出社や移動の制限が発生する中で、打ち合わせや捺印という業務習慣の改善も求

められた。

新型コロナウイルス感染拡大前から導入していた

Autodesk社のCDE（Common Data Environment ）であるBIM360Docsを用いて、

これらの解決を図った



デジタル化と生産性



建設業の生産性向上

業務のデジタル化を加速
させ、業務効率を向上さ
せている

ワークフローを電子化・
可視化し、効率化を促進
し、遅延を防いでいる

技術革新と合わせて無駄
の削減により生産性の向
上を達成している

管理業務を連携させ、
コストを縮減している

CDEやクラウドは必須
（それが前提）

世界の生産性向上の流れ

設計・施工と言う技術面だけではなく、
「建設業」としての管理コストの削減のための検討が必要



建設会社の現状



建設会社の現状
① 現場運営、設計業務に伴う大量のドキュメント管理が必要不可欠

 特に図面の最新版管理は非常に重要だが、ファイル名に日付などを付加しているのが一般的

例）構造一般図_20211013.dwg ⇒20211013（最新） 20211013（更新）など乱立

② 大量の関係者間でのドキュメント共有

 メールに添付できない大容量ファイルが増大

 特にBIM/CIMモデルなどは非現実的

 そもそも、メール添付は好ましくない（ファイルの枝分かれ）

③ BIM/CIMモデルの活用

 土木分野では多数のソフトを用いてモデリングを行い、統合することが多い

 全てのソフトをインストールするのは手間

 事務所だけではなく現場で活用したい



建設会社の現状
① 新型コロナウイルスの感染拡大

 これまで普通に行っていたオフィスへ出社しての業務に制約

 資料の確認、相談

 成果品のレビュー

② 働き方の多様化

 子育て

 介護

会社に出社することが当たり前ではなく、多様な働き方の中で業務パフォーマンスを落とさない

⇒新しい技術の導入、仕事の仕方の改善で生産性を向上させるタイミング

BIM360Docsの導入促進による生産性向上、仕事の仕方の改善を図る



BIM360Docsとは



BIM360Docsとは

 Autodesk社のクラウドCDEシステム

 大容量のファイル保存も可能

 AutoCAD、Revit、Navisworksなどのファイルはアプリケーションを起動しなくても閲覧

が可能

 Dwg、pdfなどには、直接メモなどが記入可能

 ワークフローの設定で成果品の承認なども可能

 すべてのファイル履歴が残るため、ファイル名を変更せず上書きして最新版を管理

 権限の詳細設定



BIM360Docsの機能



BIM360Docsとは
 ブラウザベースのシステム

 ファイル表示

 バージョン管理

 バージョン比較

 表示・非表示

 距離測定

 マークアップ

 断面切断

 ウォークスルー

 共有

 タブレットでの利用



BIM360Docsとは
 ファイル表示

エクスプローラーのようにフォルダ・ファイルが表示される



BIM360Docsとは
 BIM/CIMモデル表示（土工形状モデル）



BIM360Docsとは
 BIM/CIMモデル表示（鉄筋モデル）



BIM360Docsとは
バージョン管理

ファイルは単純に上書
き保存をすればよい。
すべての過去のファイ
ルが保存される

バージョンの形式で、何
回更新されているかがわ
かる

２回目の更新のファイル（１回上書き）

保存したのみで更新されていない

更新の履歴がすべて残っ
ており、以前のバージョ
ンのファイル（過去の
ファイル）に戻すことが
できる



BIM360Docsとは
バージョン比較



BIM360Docsとは
 表示・非表示



BIM360Docsとは
 距離測定



BIM360Docsとは
 マークアップ



BIM360Docsとは
 断面切断



BIM360Docsとは
 ウォークスルー



BIM360Docsとは
 ウォークスルー



BIM360Docsとは

関係者と共有したいファイルを選択する

 共有

 大容量のファイルも共有することができる ⇒BIM/CIMモデルや点群も共有可能

 メールでファイルを送付する必要がない  ⇒添付すると同じファイルが複数存在。

最新版管理は不可能

関係者一覧から共有す
る相手を選択し、保存

対象ファイルのリンクが
ついたメールが届く。



BIM360Docsとは
 タブレットでの利用



BIM360Docsとは
 タブレットでの利用



BIM360Docsによる
業務の変革



BIM360Docsによる業務の変革
 図面・モデル修正の指示

 CADなどのファイル上に図
やコメントを記入できる

 透明シートの上に書くイ
メージなので、ファイル自
体には記録されない

 マークアップが追加された
ファイルには「マーク」が
付加される



BIM360Docsによる業務の変革
 ワークフローによる成果品承認・管理

承認が完了するとステータスが「承認」にな
り、状況が関係者で共有できる

設定されたフローの順に
巡回され、承認者は「承
認」「却下」を選択

完成した資料を選択し、登
録した承認フローを選択す
る

承認依頼はメールで送信
され、メール内のリンク
をクリックすると承認す
る資料を確認できる

多彩な承認フローが準備



BIM360Docsによる業務の変革
 ワークフロー活用の発展

担当者 上長 上長 上長 上長

内容を確認し、電子押印して上職者にメールで送信

PDF
Excel

出張命令書

メールで送付

内容を確認、押印の後
各部署の
フォルダに保存

従来

BIM360のワークフローで承認申請

承
認

担当者 上長 上長 上長 上長

承
認

承
認PDF

Excel

出張命令書
承
認

承認すると
各部署のフォルダに
自動保存される

作業の省力化
電子押印の省略改善



BIM360Docsと
他のシステムとの連動



BIM360Docsと他のシステムとの連動
 APIとは（Application Programming Interface ）

各種システム／サービスがそのシステ
ム／サービスを利用するアプリケー
ションに対して公開するインタフェー
ス。APIを用いることで、アプリケー

ションは他のシステムのデータを用い
ることができる。

BシステムAシステム

API

Autodesk社はFORGEという形でAPIを提
供している

BIM360DocsはAPI(FORGE)によって、さ
まざまなシステムと連携することが可能



BIM360Docsと他のシステムとの連動
 UnityReflectReviewとの連動

UnityReflectReview

RevitやNavisworksなどの3次元モデルを閲覧
可能なアプリ。ワンクリックでHMDを用いた
VRや、タブレットなどでのARに出力するこ
とが可能。

APIを用いて、BIM360Docsに保存したデータ
は、ワンクリックでUnityReflectReviewに出
力可能



今後の展開



今後の展開

現在、土木部門では60以上のプロジェクトでBIM360Docsを導入済

 BIM/CIM導入と合わせ、BIM360Docsの導入促進

 最新版管理、情報共有の簡素化、効率化

 情報の集約化

 他システムとの連携による、さらなる効率化
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